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　【
う
ら
へ
続
く
】

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
で
は
新
年
恒
例
の
「
新
春
座

談
会
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
言
い
た
い
こ
と
、

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
、
日
本
共
産
党
に
聞

き
た
い
こ
と
な
ど
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

特
別
企
画
「
新
春
座
談
会
」

　

政
府
、
２
０
１
９
年
度

予
算
案
を
閣
議
決
定
（
21

日
）。
「
１
０
０
兆
円
を

超
え
た
」
「
消
費
税
10
％

引
き
上
げ
対
策
が
盛
り
込

ま
れ
た
」
「
消
費
税
ア
ッ

プ
に
よ
る
税
収
よ
り
、
対

策
費
の
方
が
大
き
い
。
変

だ
ね
」
「
低
所
得
者
の
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

大
幅
値
上
げ
や
年
金
の
実

質
減
額
な
ど
、
国
民
負
担

増
と
給
付
削
減
が
盛
り
込

ま
れ
た
」
「
ア
メ
リ
カ
製

兵
器
の
爆
買
い
も
ひ
ど
す

ぎ
る
」
「
大
増
税
・
大
軍

拡
の
予
算
案
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

政
府
が
今
後
10
年
間
の

防
衛
大
綱
を
閣
議
決
定

（
18
日
）。
「
護
衛
艦『
い

ず
も
』
と
『
か
が
』
は
戦

闘
機
の
離
着
陸
が
可
能
な

空
母
に
改
修
さ
れ
る
」「
横

　

消
費
税
10
％
の
中
止
を

求
め
る
「
10
月
消
費
税
10

％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
が
、
有
田
芳
子
主

婦
連
会
長
、
浜
矩
子
同
志

社
大
大
学
院
教
授
、
室
井

佑
月
氏
、
山
田
洋
次
氏
な

ど
各
界
著
名
人
10
氏
の
よ

び
か
け
で
結
成
さ
れ
、
14

日
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
は
、
税
率
引

き
上
げ
は
地
域
経
済
を
さ

ら
に
疲
弊
さ
せ
、
中
小
企

業
の
営
業
を
脅
か
し
、
雇

用
不
安
を
招
き
、
国
民
生

活
は
大
変
な
影
響
を
受
け

る
。
消
費
税
増
税
の
た
め

「
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　
を
結
成
　
　
　
一
点
共
闘
よ
び
か
け

　
　

学
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
著
名
人
ら

“
辺
野
古
新
基
地 

土
砂
止
め
て
”

　

米
大
統
領
宛
て
電
子
署
名
10
万
超
え
る

　

沖
縄
県
辺
野
古
の
米
軍

新
基
地
建
設
の
是
非
を
問

う
県
民
投
票
が
実
施
さ
れ

る
ま
で
は
埋
め
立
て
を
や

め
る
よ
う
求
め
る
電
子
署

名
が
、
８
日
か
ら
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
の
HP
で
始
り
、

18
日
に
10
万
筆
を
超
え
、

今
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

電
子
署
名
は
、
米
政
府

へ
の
直
接
請
願
サ
イ
ト

「W
e The People

」
を

利
用
し
て
、
ハ
ワ
イ
在
住

の
ロ
ブ
・
カ
ジ
ワ
ラ
さ
ん

が
提
起
し
た
も
の
。
30
日

以
内
（
１
月
７
日
ま
で
）

に
10
万
筆
が
集
ま
れ
ば
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
検
討

す
る
制
度
で
す
。

　

日
本
国
内
で
も
、
タ
レ

ン
ト
の
ロ
ー
ラ
さ
ん
や
、

り
ゅ
う
ち
ぇ
る
さ
ん
ら
多

く
の
著
名
人
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
相
次
ぎ
電
子
署
名
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

の
景
気
対
策
は
一
時
的
で

対
象
も
限
定
さ
れ
、
富
裕

層
ほ
ど
大
き
な
恩
恵
を
受

け
る
。
「
軽
減
」
と
宣
伝

さ
れ
て
い
る
複
数
税
率
に

よ
る
混
乱
も
心
配
さ
れ
る

10
％
へ
の
増
税
こ
そ
中
止

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
問

い
か
け
。
低
所
得
者
ほ
ど

負
担
が
重
い
消
費
税
の
増

税
を
中
止
さ
せ
る
た
め
に

手
段
を
尽
く
す
と
し
、
幅

広
い
政
党
、
団
体
・
個
人

に
「
来
年
10
月
の
増
税
中

止
」
の
一
点
で
共
闘
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

と
指
摘
。

　

さ
ら
に
消
費
税
率
引
き

上
げ
の
た
め
の
莫
大
な
予

算
は
本
末
転
倒
で
あ
り
、

本
気
で
景
気
対
策
を
行
う

と
い
う
の
な
ら
、
消
費
税
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

須
賀
で
『
い
ず
も
』
を
見

た
こ
と
が
あ
る
が
バ
カ
で

か
く
て
驚
い
た
」
「
Ｆ
35

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
を

１
０
５
機
購
入
す
る
と
し

た
」
「
い
ま
ま
で
政
府
は

憲
法
９
条
の
も
と
攻
撃
型

空
母
を
保
有
で
き
な
い
と

し
て
き
た
。
矛
盾
す
る
」

「
宇
宙
や
サ
イ
バ
ー
戦
争

で
も
米
軍
と
一
緒
に
闘
う

部
隊
を
作
る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
24
が
「
パ
リ
協

定
」
の
実
施
ル
ー
ル
な
ど

を
採
択
し
閉
幕
。
「
人
命

に
関
わ
る
気
象
災
害
が
頻

発
し
て
い
る
な
か
、
合
意

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
設

定
や
途
上
国
へ
の
資
金
援

助
で
協
議
が
難
航
し
て
い

た
」
「
こ
れ
か
ら
は
各
国

の
本
気
の
取
り
組
み
が
問

わ
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

卓
球
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー

・
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル

で
張
本
智
和
選
手
が
初
優

勝
（
16
日
）。
「
15
歳
で

の
フ
ァ
イ
ナ
ル
制
覇
は
男

女
を
通
じ
て
初
め
て
だ
」

「
女
子
複
で
は
早
田
ひ
な

選
手
、
伊
藤
美み

誠ま

選
手
が

初
優
勝
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
、
ワ

家
の
セ
ン
リ
ョ
ウ
、
マ
ン

リ
ョ
ウ
の
実
が
、
今
年
は

た
く
さ
ん
な
っ
て
い
る
」

「
お
し
ど
り
夫
婦
」
で

   

は
な
い
鳥
た
ち

　

 　

濱
尾
章
二
著　

　

岩
波
科
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　

１
２
０
０
円

　

鳥
は
夫
婦
仲
良
く
子
育

て
と
い
う
よ
り
、
雌
と
雄

は
互
い
を
利
用
し
自
分
の

子
を
よ
り
多
く
残
そ
う
と

利
己
的
に
活
動
し
て
い
る
。

つ
が
い
以
外
と
交
尾
し
た

り
、
同
種
の
鳥
の
巣
へ
卵

を
産
み
付
け
た
り
、
卵
や

雛
を
殺
し
た
り
、
雌
雄
を

産
み
分
け
る
な
ど
、
一
見
、

不
思
議
に
見
え
る
鳥
た
ち

の
興
味
深
い
生
態
。
最
新

の
研
究
成
果
と
面
白
い
繁

殖
生
態
を
紹
介
し
、
な
ぜ

そ
の
よ
う
に
進
化
し
た
の

か
を
科
学
的
裏
付
け
と
と

も
に
解
き
明
か
し
て
く
れ

る
。

　

著
者
は
、
通
研
Ｏ
Ｂ
濱

尾
氏
の
ご
子
息
。 　
（
Ｗ
）

　

一
年
間
の
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
よ
い
お
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
。

　

来
年
は
１
月
15
日
か

ら
発
行
予
定
で
す
。

　

研
究
開
発
力
強
化
法
改

定
案
が
８
日
の
参
院
本
会

議
で
、
自
民
、
公
明
、
立

憲
民
主
、
国
民
民
主
、
維

新
な
ど
の
賛
成
多
数
で
成

立
し
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
は
「
財
界
の
要
求
に
沿

っ
た
安
倍
政
権
の
成
長
戦

略
に
奉
仕
さ
せ
る
た
め
に

産
学
官
連
携
を
一
層
推
進

研
究
開
発
力
強
化
法
改
定
案

“
財
界
へ
の
奉
仕
を
推
進
”

　
　

日
本
共
産
党
吉
良
議
員
が
反
対
討
論

さ
せ
る
」
と
反
対
し
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
の
吉
良
よ

し
子
議
員
は
６
日
、
反
対

討
論
に
立
ち
、
若
手
研
究

者
の
不
安
定
な
雇
用
を
改

善
し
、
自
由
な
発
想
で
基

礎
研
究
に
取
り
組
め
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

大
学
の
基
盤
的
経
費
の
運

営
費
交
付
金
の
確
保
、
科

学
研
究
費
補
助
金
の
拡
充

が
何
よ
り
重
要
だ
と
指
摘
。

柴
山
文
科
相
は
「
問
題
意

識
は
同
じ
だ
」
と
し
て
、

増
額
の
予
算
要
望
を
出
し

て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
吉
良
氏
は
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
の
本
庶
佑

氏
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

　

日
本
労
働
弁
護
団
主
催

の
「
安
倍
政
権
に
よ
る
憲

法
改
悪
に
反
対
す
る
集

会
」
（
14
日
）
に
、
連
合
、

連合、全労連、全労協、
中立の労組　一同に会し

安倍改憲 団結して阻もう

全
労
連
、
全
労
協
、
中
立

の
労
働
組
合
が
組
織
の
違

い
を
超
え
て
一
堂
に
会
し
、

改
憲
阻
止
の
た
め
に
団
結

し
よ
う
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

労
組
代
表
た
ち
は
「
戦

後
の
労
働
運
動
は
『
平
和

な
く
し
て
労
働
運
動
な

し
』
の
思
い
で
立
ち
上
が

っ
て
き
た
」
「
戦
争
に
協

力
さ
せ
ら
れ
、
労
働
時
間

の
上
限
も
な
く
な
っ
た
歴

史
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
」
「
沖
縄
の
地
方
自

治
を
踏
み
に
じ
る
安
倍
政

権
に
憲
法
を
改
悪
さ
せ
な

い
」
「
改
憲
さ
れ
れ
ば
軍

事
輸
送
に
加
担
さ
せ
ら
れ

る
」
「
ふ
た
た
び
白
衣
を

「
政
府
が
旗
を
振
っ
て
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
述

べ
た
と
紹
介
。
「
国
、
政

府
は
基
盤
と
な
る
経
費
を

き
ち
ん
と
確
保
し
て
、
あ

れ
こ
れ
口
は
出
さ
な
い
こ

と
が
大
事
だ
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

戦
場
の
血
で
け
が
さ
な

い
」
と
強
い
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
小
林
陵

侑
選
手
が
ま
た
優
勝
（
16

日
）。「
７
戦
中
４
勝
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

「
火
曜
日
は
雲
一
つ
無
い

青
空
。
月
曜
の
空
に
は
三

筋
の
飛
行
機
雲
」
「
わ
が

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
オ
ウ

ル
大
学
な
ど
の
国
際
研
究

グ
ル
ー
プ
が
、
地
球
温
暖

化
に
よ
り
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
永
久
凍
土
地
帯
が

ど
う
な
る
か
、
温
暖
化
シ

ナ
リ
オ
に
基
づ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

北
極
圏
に
生
活
す
る
約

４
０
０
万
人
が
住
ん
で
い

る
場
所
の
ほ
と
ん
ど
や
、

油
田
や
ガ
ス
田
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
所
の
７
割
が
永
久
凍

土
の
融
解
で
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
詳
細
な
リ
ス
ク
評

価
の
必
要
性
を
強
調
し
て

い
ま
す
。 北半球永久凍土の融解

数百万人の生活危機
科学誌『ネイチャー・コミュニケーショ

ンズ』（12 日付）


